
 

1 

令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について 

                                              

 

１ 調査の概要 

（１） 目的（文部科学省のねらい） 

  ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学 

力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

  イ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

  ウ ア、イの取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

（２）調査実施日 

   令和５年４月 18日(火) 

（３）吉田町の実施学校数及び実施児童生徒数 

 ア 小学校 

   ３校（住吉小学校・中央小学校・自彊小学校） 児童数 237人（第６学年）  

 イ 中学校  

    １校（吉田中学校）生徒数 236人（第３学年） 

（４）調査内容 

  ア 教科に関する調査（国語、算数・数学、中学校のみ英語）  

 イ 質問紙調査 

  （ア）児童生徒に対する調査（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等） 

  （イ）学校に対する調査（指導方法に関する取組や教育条件の整備の状況等） 

 

２ 調査結果の概要 

（１）県平均正答率との比較においては、小学校・中学校ともに、全教科で県平均を下

回り、特に、中学校数学において、県平均との差が大きかった。 

（２）一人一台端末をはじめとした ICT機器の活用状況が全国平均及び県平均に比べて

かなり進んでいるとともに、ICT活用が勉強に役立つと感じている児童生徒が多い。 

（３）主体的に学びに向かっていると回答した割合が、小学校では各都道府県の割合に
比べて高いが、中学校においてはほぼ平均並みである。 

（４）小学校・中学校ともに、文章や資料などから情報を読み取ったり、情報を関連付
けて考えたりするなど、情報を活用して課題解決する力が弱い。 

 

３ 今後の取組 

（１）町全教職員研修会や校内研修の充実を図ることにより、授業の目標や学習課題を

明確にし、ICT 活用が学力向上に効果的につながっていくよう、学校の授業改善を

推進する。 

（２）基礎的・基本的内容の定着を図る「習得のサイクル」と課題を設定し、情報を収

集・整理・分析し、まとめ・表現する「探究のサイクル」を効果的に活用するとと

もに、児童生徒一人一人が明確に課題を持ち、主体的に学ぶとともに、友達と協働

的に学び、高め合うことによって、学力の向上を図る。 

（３）コミュニティー・スクールを活用し、教育委員会、学校、家庭、地域が一体とな

って、児童生徒の学力・学習状況の向上を目指した教育活動を推進する。 
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４ 吉田町の学力に関する調査結果 

（１）平均正答率の全国・静岡県との比較 

学年 教科 吉田町 （参考） 全国 差 静岡県 差 

小６  
国語 65 65.1  67.2  -2.1  67.0  -1.9 

算数 59 59.2  62.5  -3.3  61.7  -2.5  

中３ 

国語 69 68.5  69.8  -1.3  70.6  -2.1  

数学 46 46.3  51.0  -4.7  52.3  -6.0  

英語 43 43.2  45.6  -2.4 46.8 -3.6  

 

（２）平均正答率分布：吉田町の位置づけ 

※参考：国立教育政策研究所 教育課程研究センター「全国学力・学習状況調査」 

 

・ 吉田町は、小学校国語、中学校国語・数   

学・英語において、最頻値の中に含まれる。 
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（３）平均正答率の経年比較：県との差（％） 

 ① 小学校 

県比較 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

国語 -5.9 -0.3  1.8 -0.4  0.6 -2.8  3.4   0.4 -1.1 -1.9 

算数 -2.2 -1.6  0.3 -0.2  1.6 -2.4  0.5  -0.2 -3.0 -2.5 

※ 平成 30 年度までの結果は、国語 A・国語 B 及び算数 A・算数 B を足して平均を出し「国語」「算数」 

の平均正答率を算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 中学校 

県比較 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

国語 -2.4 -2.6 -5.8 -2.9 -3.7 -1.6 -4.1  -0.6 -2.8 -2.1 

数学 -3.1 -5.1 -7.7 -3.4 -5.0 -2.2 -1.2  -2.0 -4.0 -6.0 

英語       -2.3    -3.6 

※ 平成 30 年度までの結果は、国語 A・国語 B 及び算数 A・算数 B を足して平均を出し「国語」「算数」 

の平均正答率を算出 
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（４）課題となる問題 

【小学校国語】 

情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語

句と語句との関係の表し方を理解し、使うことがで

きるかどうかをみる問題 

学習指導要領の内容：「情報の扱い方に関する事項」 

 

＜改善に向けて＞ 

教科書から情報収集することを徹底する。図やグ

ラフ等と文章を結び付けたり、関連付けたりするこ

とで、考えをより明確なものにしたり、 思考をま

とめたりすることを継続して実施していく。 

 
 
 

 
【小学校算数】 
高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係

を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数を
用いて記述できるかどうかをみる問題 
学習指導要領の領域：「図形」 

＜改善に向けて＞ 

習得した知識を別の場面でも活用できるような
授業展開を工夫する。また、「なぜそうなるのか」
を自分の言葉で説明する活動を多くし、論理的な思
考力や表現力を身に付けさせる。 
 

 
【中学校国語】 
具体と抽象など情報と情報との関係に

ついて理解しているかどうかをみる問題 
学習指導要領の内容：「情報の扱い方に関

する事項」 

 

＜改善に向けて＞ 

図やグラフ等と文章を結び付けたり、関
連付けたりすることで、考えをより明確な
ものにしたり、 思考をまとめたりするこ
とを継続して実施していく。まとめ・表現
する場面では、図やグラフ、キーワード等
を取り入れながら、文章を結び付けたり、
関連付けたりしながら説明する活動を取
り入れていく。 
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【中学校数学】 

目的に応じて式を変形したり、その意味を読
み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明す
ることができるかどうかをみる問題 
学習指導要領の領域：「数と式」 

 

＜改善に向けて＞ 

事柄が成り立つ理由を、数学的な表現を用い
て自分の言葉で説明する場面を多く設定するこ
とにより、論理的な思考力や表現力を身に付け
る授業展開を工夫する。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

【中学校英語】 
社会的な話題に

関して読んだこと
について、考えとそ

の理由を書くこと
ができるかどうか
をみる問題 
学習指導要領の領
域：「書くこと」 
 

 

＜改善に向けて＞  

英文が伝えようとしている意味を読み取り、問い
に対して自分の考えを英語で書いたり、伝えたりす
る場を設定することにより、英文を理解する力や書

く力の向上を図る。 
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５ 吉田町の学習状況（学習方法や学習環境等）に関する調査結果 

※質問項目について、小学校と中学校の肯定回答を散布。 が吉田町、 が静岡県、 が都道府県 

（１）「学校は楽しい」「自分にはよいところがある」と回答した児童生徒について 

 
・吉田町は、特に、小学校において「学校は楽しい」「自分にはよいところがある」

と回答した割合が、各都道府県の回答に比べて高い。 
・特に、小学校においては、学校における心理的安全性が確保されていると言える
が、中学校においては、自己肯定感が高くないと言える。 

 
（２）令和４年度に積極的に推進してきた「ICT活用」について 
  ※「小学校５年生（中学校１・２年生）のときに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機

器を、「ほぼ毎日」使用したと回答した児童生徒の割合」と「学習の中で PC・タブレットなど

の ICT機器を使うのは勉強の役に立つと思うと回答した児童生徒の割合」（強い肯定）を散布 
 

 
・吉田町は、ICTの積極的な活用と勉強の役に立つと回答した児童生徒の割合が、各
都道府県の回答よりもかなり高い。 

・ICT活用が勉強に役立つと感じている児童生徒が多いことから、ICT活用が学力向

上に効果的につながっていくよう、今後も ICT を有効に活用しながら授業改善を
図る必要がある。 
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（３）「学びに向かう姿勢」について 

 
・吉田町は、特に、小学校において、主体的に学びに向かっていると回答した割合が
各都道府県の回答に比べて高い。 

 ・小学校に比べて中学校の肯定的回答が低いことから、「学び方」に関する小中学校の
つながりを、より一層考えていく必要がある。 

 

（４）教科との関わりについて 

 
  ・吉田町は、特に小学校において、「算数の授業の内容はよく分かる」と回答した割

合が、各都道府県の回答に比べて高い。 
  ・「授業の内容はよく分かる」と回答している割合に対し、学力調査の結果が低いこ

とから、「浅いところで分かっている授業」や「分かったつもり」に留まり、追究
の質が低く、深い学びになっていないと考えられる。 
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